第16回中小商工業全国交流・研究集会

地域の宝を生かし、新時代をきり拓こう

－カジノ経済から育てあう経済へ－　

ＨＰ・メールニュース<№3>
2009年9月18日
日ごとに秋の深まりを感じる今日、このごろとなりました。
新内閣が発足し、「新しい時代」の胎動を感じさせます。亀井・金融・郵政改革担当相は、「中小・零細企業への融資返済を３年程度猶予する措置をとるべき。早急に検討し、臨時国会に法案を提出する」と記者会見で述べました。
中小業者の実態を示し要求実現を求める運動はさらなる発展を求めています。
新時代をきり拓く主人公としての力は試されます。商工交流会を大きく成功させて力を磨きあいましょう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆コンテンツ☆
・京都知恵博覧会のパンフに「職人の技展」が掲載される
・パネル「広げる-環境」紹介

・移動分科会プロジェクト紹介②
・分科会と助言者の紹介　<3>
●「京都知恵と力の博覧会」パンフ発行*「職人の技展」が掲載
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　「京都知恵と力の博覧会」（１０月１０日～１２月２０日）の推進協議会（京都市中京区）は、知恵博の催しを紹介する総合ガイドブック「京のまち時めきガイド」をこのほど発行しました。京都市内を中心に寺社や企業、店舗、団体が各地で催す７２１事業を掲載。
観光客向けに「体験」「食べる」「買う」など種類別に催しを検索できる。巻末に地図もあり、開催場所とスケジュールを分かりやすく紹介しています。 

　「11月スタートのイベント」（60頁）の冒頭にフォーラム「京・職人の技～みやびを支える職人たち」が紹介されています。商工交流会にご参加のみなさんには資料としてお渡しします。
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Ｂ６判全カラー100頁25万部作成。
市内の観光案内所や行政機関で無料配布。
●パネルディスカッション　広げる-「環境」をキーワードにした挑戦
地球温暖化への取組みはまったなしです。大量生産・大量廃棄の使い捨て社会から持続可能な社会へと経済社会の構造を変えていくことが求められています。CO2の25％削減という野心的な目標設定は世界からも歓迎されています。

政府や大口の排出元の大企業などの責任はいよいよ重大です。地域密着型の小経営は環境問題においてはもともと優位性を持っていますが、自然エネルギーの開発と活用、環境改善につながるモノづくり、廃棄を削減する循環型社会のルールやシステムの構築はじめ中小企業者の役割の発揮が求められます。昨年の夏期研究交流集会に続き、「持続可能性の追求を地域経済の活性化に結びつける地域モデルの構築」という挑戦的な課題への実践を交流することがこのパネルの目的です。ここでは、諏訪と飯田の事業者の取組みを紹介しますが、パネル本番では自治体としてこの課題に先進的に取り組んでいる紫波町や滋賀の愛東町からも出席をいただき、自治体側からの視点も交え討論を深めたいと考えます。
ご期待ください。
◎パネリスト

原　亮弘（「おひさま進歩エネルギー」代表取締役・長野・飯田市）
小田島栄太郎氏（岩手・紫波町産業部長）
清水　馨氏（長野・諏訪民商副会長・カラマツストーブ普及ＬＬＰ）
野村正次氏（滋賀・あいとうエコプラザ菜の花館）　　

◎コーディネター　植田和弘氏（京都大学教授）

＊パネリストの報告要旨を紹介します＊
◇「薪ストーブから発信する循環型地域づくり」：清水馨
1989年「環境会議・諏訪」をたちあげ「これ以上の開発はいらない」を合言葉に自然保護のため、①ＣＯ２削減、②森林整備、③循環型地域づくりの３目標を掲げた運動をすすめています。
そのひとつが「信州カラマツストーブ」の普及です。
西洋型の暖炉と異なる和製ストーブで、マニアが作ったストーブに改良を重ねたもの。焚きつけが早い。高温燃焼が可能で熱効率が良い。灰取り、煙突掃除はほぼシーズン一回程度。輻射熱はすべて遠赤外線であるため遠くまで熱が届く、など優れた特質を持っています。清水さんらは、07年、有限責任事業組合を設立。地元の鉄工所に製作を依頼し販売を開始した。０８年特許を申請し、約２年で150台が普及されています。この薪ストーブは、鉄工所、販売代理店（工務店）などの仕事起こしにつながる。やっかいものであった針葉樹の間伐材の活用がすすみ森林保全に有効、灯油使用量の削減とＣＯ2の削減となるなど一石三鳥の効果をもっています。
同組合では、今後、ストーブを使った発電（山梨大学で実験中）。温水による床暖房、パネルヒーターの開発（実験では成功）、トロッコ列車の蒸気機関車開発、循環型地域作りの第２段階、水重力発電への取組みなどにも挑戦中です。

◇南信州地域で取り組む「エネルギーの地産地消」：原亮弘
「NPO法人南信州おひさま進歩」は「エネルギーの地産地消で循環型社会を」を理念として設立し、市民出資を募集し太陽光発電事業や省エネルギー事業をすすめています。
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　公共施設や民間住宅の屋根を借りうけ、市民から集めた基金で太陽光発電パネルを設置し、発電した電力を売電するなどで得たサービス料金の収益で、出資者へ配当する仕組みです。こうして設置された市民参加型による「おひさま発電所」が温室効果ガスの削減につながっています。紆余曲折はあったものの、地元金融機関などの協力や飯田市や長野県などの行政、地域の環境団体などとの協働もすすみ各地で取組みが広がりつつあります。

←04年5月　会員や設置業者などの協力を得て、飯田市の社会福祉法人 明星保育園に太陽光を利用した３kWの市民共同発電所として｢おひさま発電所1号｣が設置されました。
●移動分科会「京の水をたどる」下見へ

７月、８月、商工交流会「京の水」の行程を助言者の吉田喜一先生とたどりました。

地下鉄の蹴上駅から約５分のところに「琵琶湖疏水記念館」があります。現在、改装中で入館できませんが、10月中旬にはオープンの予定とか…。
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工事現場の人に尋ねたところ、工程は概ね予定通りで中旬オープンに間に合うのでは、というので少し安心。
◆主な予定　集合：9：00＠「琵琶湖疏水記念館」前

疎水記念館の見学をしながら「京の水と産業の歴史」レク（吉田喜一・高専教授）→インクライン→日本初の水力発電所→南禅寺・水路閣→国際交流会会館で昼食「京の地下水」（仮題）谷口真人・総合地球環境研究所教授がビデオ出演でレク→佐々木酒造見学
（佐々木酒造は商工新聞9/28付号８面で紹介しています）佐々木酒造専務と吉田教授
　　　　　　　　　　　　　　　　

〈ちょっとひとこと〉
明治近代国家の始まりは、京都にとっては「遷都」－人口の流出、産業の荒廃などの課題山積のなか、新たな産業をおこすため、琵琶湖から水をひき、水力発電にとりくみます。日本ではじめて市電が走ったのは京都市内。

疎水とインクライン（鉄路：写真左）により、物流も飛躍します。口の

●分科会と助言者の紹介　<3>
〔第２分科会：建設業振興と仕事起こし〕

助言者：徳本茂・全国建設労働組合総連合住宅対策部長

今や、歴代自公政権と小泉「構造改革」のもとで地域建設業が壊滅的事態になり、地域の建設・住宅分野に働く私たち全国の仲間は「仕事がない」という深刻な生活困難に追いやられています。

分科会では、耐震偽装事件やパワービルダーの相次ぐ自己破産に対する不信感でネガティブな心境が広がっています。また、極端な安価で住宅を供給する事業者の台頭など大手建設・住宅企業にどのように対峙した論点を持つのかを論議をしたいですね。

国民の安心・安全、防災の観点から建設産業はどうあるべきか、建設不況の原因と現状認識を共通のものにすること。

全国各地でリフォーム助成制度など様々な成果を勝ちとってきたことに確信と自信を持つこと。運動の成果をさらに発展させる方向性を確認すること。仕事確保の客観的背景と条件が広がっていること。私たちがお互いに励まし前に向きあって主体的に仕事起こしのとりくみをすすめることなど、展望を語り合えたらと思います。

**********《参加申し込みについて》****************
１、日時・開催場所　2009年10月31日12時半～11月2日正午
第1日　全体会：シルクホール

パネルディスカッション・基礎講座：池坊学園

第2日　分科会：京都府中小企業会館、龍谷大学大宮学舎、池坊学園

第3日　全体会：シルクホール

２、参加費　　3日間：13,000円、1・2日間：10,000円、学生は3,000円

問合せ・参加申込は民商・全商連までご連絡ください。

参加申込用紙・リーフレットをお送りします。

全商連☎03-3987-4391／宿泊希望は、センターツーリスト☎06-6354-9131

知恵博の催しを紹介する総合ガイドブック


「京のまち時めきガイド」











